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家族の連絡先
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大野城市
総合防災マップ

防災活用メ モ

緊急連絡先

家族の連絡先・ 避難所などを書き込みましょ う！

住　 　 所 備　 　 考名　 　 前 電話番号

対策本部組織
（ マンショ ン防災用）

●本部長

風水害時

避難所
家族が

離ればなれに

なった時の

集合場所
地震災害発生時

避難場所

　 代行者 ●副本部長

●救護班●避難誘導班●消火班 ●物資班 ●情報班

　 代行者

大野城市役所（ 災害警戒本部・ 災害対策本部） 0 92-50 1-221 1  春日警察署  09 2-58 0-0 11 0

那珂県土整備事務所 （ 代表窓口） 0 92-51 3-556 1  春日・ 大野城・ 那珂川消防署  09 2-584 -1 19 1

 （ 河川砂防課河川係） 0 92-51 3-556 8   東出張所 09 2-504 -7 11 9

 （ 河川砂防課砂防係） 09 2-70 7-0 20 9   南出張所 09 2-595 -0 11 9

山神・ 牛頸・ 北谷ダム管理出張所 09 2-92 3-1 21 1  福岡管区気象台（ 気象情報）  09 2-725 -3 605

九州電力送配電福岡南配電事業所（ 送配電設備） 080 0-7 77-9411  
NTT（ 電話サービスの故障など）

 1 13  または

       （ 停電情報） 0 120 -4 26 -30 5    0 1 20 -44 4-11 3

目　 次

はじ めに・・・・・・・・・・・・・・・・  １

日頃の備え・・・・・・・・・・・・・・  ２

防災関連情報の入手・・・・・・  ５

避難について・・・・・・・・・・・・  ７

洪　 　 水 ・・・・・・・・・・・・・・・  １ ３

土砂災害 ・・・・・・・・・・・・・・・  １ ４

地　 　 震 ・・・・・・・・・・・・・・・  １ ５

ハザード マップについて ・・・  １ ７

消防（ 火事・ 救急） 　１１９ 警察（ 事件・ 事故）　１１0

2 0 2 5 年
（ 令和7年）

3月版

写真： 平野台４ 丁目　 法面対策工の様子
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非常持出品・ 備蓄品の準備

必要最小限にまとめ、すぐ取り 出せるところに保管しておきましょ う 。

近年、「 経験し たこと のない大雨」や「 観測史上最大の大雨」などの異常気象により 、全国各地で土砂災害や洪水被害が毎年

のよう に発生し 、多く の方が亡く なっています。大雨による災害だけでなく 、地震も 同様です。いつ、どこ で発生しても おかし く

ない自然災害を、「 わがこと 」としてとらえ、日頃から備えておく 必要があります。

大野城市では、新し い避難情報やお住まいの地域における避難行動の考え方、感染症対策など、最新の情報に合わせて総合

防災マッ プを新しく 作成しまし た。

こ の総合防災マップを活用して、身の回り の危険な区域と 安全な避難場所がどこにあるのか、避難場所までの避難経路は

どこが安全か、その他防災についてぜひご家族で考えてく ださ い。

また、いつでも 確認できるよう に、目につきやすい場所に保管しておきましょ う 。

地域の防災力を高めるために重要な３つの「 助」

災害による被害を最小限に抑えるためには「 自助」、「 共助」、「 公助」の連携

が不可欠です。特に、「 自助」（ 自分の命は自分で守る）、「 共助」（ 自分たちの地

域は自分たちで守る）という 考え方が重要になり ます。

避難スイッチを決めましょ う

例） ・ 警戒レベル３ が発令さ れたら

 ・ 地鳴り のよう な音がし たら

 ・ 普段は水が流れない水路が　

あふれたら　 　 　 　 　 　 など

日頃の備えはじ めに

大野城市総合防災マップの使い方

自宅の位置に印をつけ、自宅やその周辺に土砂災害警戒区域

や浸水想定区域などの危険な場所がないか確認し ましょう 。

❶ 自宅の位置・ 自宅周辺の危険な場所等を確認

一番近い避難所を確認して印をつけましょう 。

あわせて、避難所までの安全な避難経路を各自で検討・ 確認しましょう 。

また、実際に歩いてみましょう 。

❷ 避難先・ 経路を確認

洪水や土砂災害などの災害の特性を知り 、安全な避難行動へつなげましょう 。

❸ 災害の特性を確認

身の安全を守るためには、正確な情報を把握して早めの行動を心がけましょう 。

避難情報の種類と 、情報の入手方法を確認しておきましょう 。

❹ 避難情報を確認

いつ災害が起きても避難行動がとれるよう に、日頃から非常持出品や備蓄品を準備しておきましょ う 。

また、自宅の安全対策もしておきましょう 。

❺ 日頃から 災害に備える

避難する際にどのよう な行動をとるべきなのか、家族で話し 合う ときに、避難行動判定フロー(７ ページ)やマイ・ タイムライン

(８ ページ)を使って確認し ましょ う 。

❻ と るべき行動の確認

行政や防災関係機関
が行う 応急対策活動

公 助
「 警察、消防、自衛隊」・「 ライフライン」・「 県・ 市」

自分たちの地域は自分たちで守る

共 助
「 隣近所」・「 お年寄り 」・
　「 自主防災組織」

自分の命は自分で守る

自 助
「 命」・「 家族」・
　「 財産」

□ ラジオ
□ 電池 （ 多めに用意）

●携帯ラジオ

□ 非常用食品
□ ミ ネラルウォータ ー
□ 缶切り
□ 割り 箸
□ 水筒
□ 紙皿
□ 紙コップ

●非常食など

□ 現金
□ 通帳
□ 印鑑
□ 健康保険証
□ 免許証
□ マイナンバーカード
□ 権利証書 

●貴重品

□ 懐中電灯
□ 電池（ 多めに用意）

●懐中電灯

□ 常備薬 □ ばんそう こう
□ キズ薬 □ おく すり 手帳

●救急用品

□ 衣類 □ 生理用品  
□ 離乳食 □ ライタ ー
□ 紙おむつ □ 雨具
□ ラップ □スリッパ
□ ウェット ティ ッ シュ　 □笛 
□ 携帯電話・ 充電器
□ 防災マップ （ 本書）
□ 簡易ト イレ・ 消臭スプレー

●その他

非常持出品非常持出品

最低でも３ 日間は生活できるだけの量を用意しておきましょ う 。

□ アルファ 米

□ 缶詰・ レト ル卜食品

□ ド ライフ ーズ・ 飴など

□ ミ ネラルウォータ ー

   （ 1日1 人3リット ルが目安） 

●非常食など

□ 卓上コンロ

□ ガスボンベ

□ 固形燃料

□ なべ・ やかん

●調理器具など

□ 衣類・ 毛布

□ 洗面用具・ ド ライシャンプーなど

□ ビニール袋

□ LEDランプ

□ 各種アウト ド ア用品

●その他

非常備蓄品非常備蓄品

●感染症対策

□ 手指消毒液 □ 体温計
□ マスク

身近に起こる 異

変や情報をもと に

避難するきっ かけ

『 避難スイッ チ』を

決めておきましょう 。

家族や近隣の人

の命を 助けるきっ

かけにもなります。

非常持出品・ 備蓄品は、

アレルギー対応の非常食

やペッ ト フ ード など、家族

構成に合わせて必要なも

のを考えておきましょう 。

保管している非常食など

を 定期的に消費し 、その分

だけ補充していく 備蓄方法

です。「 食べながら備蓄する」

という ことができます。

お湯などで溶かすだけの簡単調

理で様々な栄養を補給できます。最

近はバリ エーショ ンが豊富です。

●フリ ーズド ラ イ食品

火を使わず手軽に栄養を補

給できるう え、スト レス解消に

も効果的です。

●お菓子

家族構成に合わせた準備

おすすめの非常食

ローリ ングスト ック 法

リュッ ク サッ ク の詰め方

1 1～12ページ

う ら表紙

大判マップ

17 ～1 8ページ

13 ～1 6ページ

5 ～6ページ

2～4ページ

7 ～1 0ページ

大判マップ

●水など

重たいも のはここ！

●非常食など

軽いものや壊れやすいもの、

紙コップなどはこっち！

●ウェ ッ ト ティ ッ シュ
　 ト イ レ ッ ト ペーパーなど

ト イ レ ッ ト ペーパーは芯を

抜いてつぶし ておく と 、無駄
なスペースがなく なる！

●衣類・ タ オル・ 寝具など

衣類用の圧縮袋へ入れておく と かさ ばら ない！

●すぐ に必要と なるも の

サイド ポケッ ト など
取り 出し やすい位置

に、ポーチ 等にまと

めておく と 便利！

・ 水に流せる ポケッ

ト ティ ッ シュ

・ 1回分の医薬品
・ 除菌シート など

　 大 判マッ プ の洪 水及び 内水

浸水想定区域は、２ 種類の降雨

規模による 浸水範囲と 浸水深を

示しています。

想定最大規模（ L２ 版）

計画規模（ L１ 版）

連 携
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自主防災組織で地域を守る

要配慮者を地域で守る

我が家の安全対策

安全と 思われる家の中や家の外でも 、災害時に避難や救助の妨げになったり 、落下物によるケガなどの被害を引き起こす

おそれがあり ます。災害に備えて日頃から点検する習慣をつけましょう 。

大野城市では、すべての行政区に自主防災組織を結成しています。災害が発生し た場合に

備えて、防災・ 減災に関するさまざまな活動を行っていますので、皆さんもぜひ参加し ましょう 。

詳しく は、地元の公民館に問いあわせてく ださ い。

マンショ ン特有の安全対策

マンショ ンでは、建物の構造や多く の人たちが一緒に生活しているという 生活環境の特徴から一戸建てとは異なる防災対策

が必要となり ます。

家の中の安全対策 家の外の安全対策

自主防災組織の主な活動

「 要配慮者」とは、災害が起きたとき、あるいは起きそう なときに、何らかの支援がないと自らの安全を確保できない人たちの

ことです。地域で協力して支援していきましょう 。

市では、災害時に自力で避難すること が困難な高齢者や障がいのある人

など（ 避難行動要支援者）の支援体制の充実を目的として、災害時避難行動

要支援者名簿（ 毎年更新）を作成しています。

毎年８ 月中旬頃、対象の方に「 災害時避難行動要支援者支援計画届出書兼

情報提供同意書」を送付しており 、届出いただいた名簿情報をもとに民生委員

や自主防災組織などと 連携し ながら、支援を行います。

●危険箇所の点検　 ●防災備蓄品の整備　 ●避難行動要支援者の把握　 ●防災学習や防災研修の実施

●防災訓練の実施（ 避難所の開設・ 運営訓練、避難者の誘導訓練、初期消火訓練、炊き出し 訓練　 など）

想定さ れる主な要配慮者

●高齢者（ 一人暮らし 高齢者、高齢者のみ世帯など）

●障がいのある人（ 身体障がい者、知的障がい者、

精神障がい者など）

●介護が必要な人　 　 ●乳幼児・ 妊婦

●難病患者、傷病者　 　 ●外国人

災害危険区域内に位置する要配慮者利用施設

　 大野城市ホームページに掲載の地域防災計画から 、浸水想定区域などの災害危険区域内

に位置する 要配慮者利用施設（ 老人ホームや障がい者福祉施設など）の名称や所在地を

一覧表で確認できます。　 該当ページ： 資料編（ 第2章： 2-4 9-1 ,2 -4 9-2 ,2 -5 0）

要配慮者の特性

❶災害の危険を察知すること が困難である。

❷自分の身に危険が差し 迫っていても、助けを求めることが困難である。

❸危険を知らせる情報を受け取ることや正しく 理解することが困難である。

❹危険を知ら せる情報が送ら れてきても 、それに対応して行動するこ

と が困難である。

災害時避難行動要支援者の支援制度

通路・ 非常口・ 非常階段

●家具の転倒、落下防止のた

め、金具などで固定する。

●重たい荷物は高い所に置か

ず、床に置いておく 。

●出入口付近には荷物を 置

かず避難口を確保する。

●飛散防止フィ ルムを 貼るな

どガラスの飛散を防止する。

●停電に備えて、懐中電灯や

携帯ラ ジオと 予備の電池

を準備しておく 。

●住宅用火災警報器、消火器

を設置しておく 。

❶アンテナ、看板などは、針金などで補強する。

❷窓を補強する。

❸排水溝などのゴミ や落ち葉を取り 除き、水はけを良

く する。

❹風で飛ばさ れそう なものは家の中に入れる。

❺瓦やト タン屋根に異常がないか確認する。

❻外壁に亀裂がないか確認する。

❼ブロッ ク塀のぐらつき・ 破損を確認する。

通行の妨げになるよう な物を 置かないよう にし

ましょ う 。また、階段を一斉に使用すると 二次災害

が発生するおそれがあるため注意しましょ う 。

ベランダ

ベランダの避難ハッ チ（ 非常脱出口）の

使用方法を確認しておきましょ う 。また、ハ

ッ チをふさぐよう なも のは置かないよう に

し ましょう 。

管理組合から の連絡

防災設備の点検や防災訓練のお知ら せ

など、管理組合からの連絡には日頃から 注

意しましょ う 。

ト イレ・ ゴミ の問題

配管・ 排水管が破損すると 、水道やト イレを使う

こともできません。水や簡易ト イレなどの準備をして

おきましょう 。

また、簡易ト イレを使っ た場合、生活ゴミ が回収

さ れるまでの悪臭対策として、密閉容器や消臭スプ

レーなどを用意しておきましょ う 。

（ 大野城市ではもえるごみとして処理できます。）

エレベータ ーの停止

エレベータ ーが長期間停止し た場合には、その間

の移動は階段に頼らざるを得なく なり ます。水や食

料などは多めに用意しておきましょう 。

記入項目

防災訓練に参加し まし ょ う！

人は大きな災害などの想定外の出来事に直面すると 、平常

心を失い、なかなか思う よう に身体が動かないものです。

そう ならないためには、本番を想定し た防災訓練に積極的

に参加して、いざと いう ときでも 落ち着いて行動できるよう に

準備をしておく ことが重要です。

また、防災訓練に参加することで、地域の方 と々の輪も広が

り 、共助（ 地域のことは地域で守る）の向上にもつながります。

写真： 令和２ 年度大野城市 市民総ぐるみ防災訓練（ 釜蓋地区　 シェイクアウト 訓練）

断水時のト イレ対策は1 0ページへ

❶

❸
❹

❺

❻

❼

❷

●基本情報　 ●緊急連絡先

●身体状況など

　 　 　 　 　 ●その他特記事項 

●情報提供に関する同意

●支援者の指定

●家族構成

●支援の希望

●支援の方法

●かかり つけ医などの情報

Ϩ  � ᥦሗ ౪・ ・ 㛵 � ◌ྠ
ព・

ϩ  �� �ᕼ�・

・ 㔝ᇛ ᕷ ⅏ ᐖ ・ 㑊㞴足 �◌ື せ ・ ⪅
� ・ ィ ⏬ � �◌ྠᥦሗව ౪ฟ ពᒆ ・

 � � �  � � �◌ྠ ◌ྠᥦሗ ౪๓ ព ព�・ ・ ・ ・ ・・

 � �  � �� � � �௧ ᖺ・ ⨫  �  � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �
◌ྡ

 �
◌ྡ

௦ ⌮ ⨫ ⪅  � � � � � � � � � � � � � �・ 㸦⥆  � � 㸧

 � � � �  � �  � � � ἲ  ◌� �� �
◌ྠ

ពᐖ ᐖ ᑐ� �Ⓨ ・ ↓・ ・ ・ ・ ・㛵 㑊㞴ᇶ ᇶ⅏ ⏕ ⅏ ⟇
�ࢻ  ◌� � � ��  � � � � � �ᥦሗෆ ಀ ౪ᐜ�・ ・ ・ ィ ・ ・ ➼ ・ ・ ・・・ ・㸦 㸧 㑊㞴 㛵⏬ ⪅

ղ ⌧ ᅾ  �� �  ���әᒃ�� �・ ・ 㸽

Ꮿ⮬ � ධ ୰㛗 㝔 ධ ୰・ タ 㝔

⅏  �  �ᐖ �・ ・ タ ➼ ⟇  � ��ᐃ 㑊㞴ィ ⏬  � ἢ  ��・
 � � � � �ಖᏳ ・ ・ ☜ ・・ ・・ ・

 �� ◌ ◌� � �� � � � �� � � ��ධ �グ ・・・・

ճ ⅏  �ᐖ ㉳  �� � � �・ ⮬ ◌�ศ 㸦 �◌ྠ ᒃ ᐙ� ・ 㸧㑊㞴 ◌�ә ・ 㑊㞴  ��� �・ ・ 㸽

 � � � ��

�  �ኌմ �ẁ ・ ・ ・ 㸦㛵・ ・ 㸧 �  � �ᕼ・ ・ ・ 㸽

 � � � ��

◌� � � � � �ճ ၥ�タ ・ ᅇ ⟅  ���  �  �ᘬ� ⥆  �・ ・ 㠃௨ 㝆  �ධ�グ ・
㢪  � � � �・

 �� �ձ � 㑊㞴� ࢻ  ��  �� �  ��ሗ ே◌ ๓�・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

 � ��� ◌�� � �  ▱・・ ・ 㸽

 � ἣ  �չ య㌟ ≧ ・

 �� � �  �య ែ◌�� �・ ≧ ・ ᅔ  � �� � ◌� � � � ・・ ・
ḟ � ࢡࢳ�  � �����୰ ᙜ� �・ ・ ヱ ・ ・・・ ・

 ���Ṍ  � ���� �・ 足

 �  � � �  � � �≀ ぢ ぢ ・㸦 㸧

 �� ◌�  ◌� ���༴ ◌ุ・ ・㝤

 � � � � ��  � �◌ྀྲ
・ ・㡢 㸦 㸧⪺ ⪺

◌�  � ��ⴥ Ꮠ �ゝ ・ ゎ 㞴⌮

 ◌� �  � �ே◌ ᐙ・ ぢ ・ ▱ ・ ・ ・ ・ ・㢦

 � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �・㸦 㸧

 � ᵓ� ᡂպ ᐙ

 ��� � �  �ఫ �・ ・ ⮬  ◌� ᵓ�  ◌� � � �ᡂᏯ ᐙ�➼ ・
ḟ  ◌� � ࢡࢳ� � �����୰� ��・ ・ ・ ・ ・・・ ・

◌��  ��・ ・ ・

 ◌� ◌ྠኵ ፬ ᒃ�・

 � ◌�  �� � � � �◌ྠ ◌ྠே◌ ே◌ ே◌ᒃ ᒃ�� �・ ・ ・ ・㸦 㸸 㸧

◌�  �� � � � �◌ྠ ◌ྠୡ ௦ ே◌ ே◌ᒃ ᒃ �・ ・㸰 㸦 㸸 㸧

◌�  �� � � � �◌ྠ ◌ྠୡ ௦ ே◌ ே◌ᒃ ᒃ �・ ・㸱 㸦 㸸 㸧

 � ��  �་
ሗջ �・ ・ ・ ・ ・

 �� � �� �� ・ ・ ・ ・ 㝔  � � ��・ ・ ・ ・ ⚟ ♴ ・
・ ㆤ ࢫࢧ࣮  � � �����ධ�・ ・ グ

ᶵ ࣭་
⒪ 㛵
ᴗ ◌ྡә・ ➼ ⛠

ෆᕷ

ෆᕷ

 � � � �་ᢸ ᙜ 㸦 㸧⪅

 � � � �་ᢸ ᙜ 㸦 㸧⪅

 � �ռ � ・ ≉ グ・ 㡯

㑊㞴 �・ ・ ・ ≉ ・ Ẽ  � � � �・ ・ ・・ ・ ⪅  ◌� � � �� � � � � � � ��・ ▱ ・・・・
 � � �����ධグ 㸦�  ���ẁ 㒊ᒇ ᐷ ᐊ �・ ・ ⨨  �・ ᅾ ・ ・ 㑊㞴῭  �

◌ྜ ༳
ሙ� �・ ┠

㑊㞴  � � �・ ⤒  � � ◌�㊰ ・≦・ ≉ ・ 㓄  �  �� �៖ ᚲ せ ・ ・ 㸧

ͤ  �  � �����ධᚲ グ

ͤ  �  � �����ධᚲ グ

̿ ̿㸲 ̿ ̿㸯

� �ᖺ � �・ ・ㄪ ⤖
� ࢡ �� � ◌� � �・ ・ ・

 � � �����ཧ
・⪃

� �ᖺ � �・ ・ㄪ ⤖
� ࢡ �� � ◌� � �・ ・ ・

 � � �����ཧ
・⪃

� �ᖺ � �・ ・ グ㍕ㄪ ⤖
 � �� � � �  �ኚ �・ ・

ṇ  � � �����ಟ

እᕷ

እᕷ

� 㑊㞴足 �◌ື せ ・ ⪅
◌ྡ
⡙ �

Ⓩ㘓 �◌ྠ ព

ͤ  �  �  � � �����ᥦ ฟᚲ ⓙ ・

㸦  �  ���  �ᥦ ᥦฟ ฟᖺ ᗘ・ ・ ・

 ◌� ��ᚲ せ 㸧

ͤ 㸷� � �  ◌�  � � �����ᥦ ฟ・ ・





0 . 5ｍ以上

避難について マイ・ タ イムラ インの作成

避難行動判定フ ロー

災害に備えて、家族で「 いつ・ だれが・ どう 行動する」という ことを考えてタイムラインを作成しましょう 。

マイ・ タイムラインを作成することで、いざという 時にあわてず行動ができます。

避難とは避難所に行く ことではなく「 難」を「 避ける」ことです。

家族や自宅の置かれている状況で、いつどこに避難すればよいのかイメ ージしてみましょう 。

家のある場所をハザード マッ プで確認し ま

しょ う 。

・ 上の階

・ 崖から離れた部屋

※あく まで逃げおく れた時の避難方法なので、

極力上記いずれかの避難行動を取り ましょ う 。

87

＜安全な場所の例＞

家の中の安全な場所で「 屋内安全確保」

・ 高い強固なビル

・ 小高い場所

＜安全な場所の例＞

近隣の安全な場所への「 立退き 避難」

など家にいると 危険な場合

・ 浸水想定区域外の「 避難所」

・ 浸水想定区域外の「 親戚・ 知人の家」

＜避難所の例＞

避難所等への「 立退き 避難」

避難準備にかかる時間

避難準備開始

避難にかかる時間を考えまし ょ う

・ １ 週間程度の食料や日用品を備えておき

ましょう 。

・ 想定外の被害が発生することもあるので、

身の危険を感じ た場合はその他の避難行

動を取り ましょう 。

在宅避難

□外への避難が危険なと き

・ 夜間や激し い降雨で避難経路上の危険箇

所が分かり にく い

・ 流れがあり 、膝上まで浸水している

・ 水の流れる速度が速い

・ 用水路などの位置が不明で転落のおそれ

がある

・ 遠方まで時間をかけての避難が困難なとき

・ 想定浸水深が　 　 　 　 まで浸水のおそれ

・ 長期の浸水が想定さ れるとき

・ 自宅が家屋倒壊等氾濫想定区域内

□避難所への「 立退き 避難」 が困難な

と き

分

避難所等までの時間

移動開始

分

避難にかかる時間

避難完了

分+ =

5 0 0 m 歩く のにかかる時間（ 目安）

大人： 約6 ～8 分　 高齢者： 約1 0 分

いいえ

はい

は
い

逃
げ
お
く
れ
た
時
は
…

・ 警戒レベル４ までに必ず避難し ましょ う 。

2ページ

大判マップ（ L2 版）

□想定浸水深が 0 .5 ｍ以上

□土砂災害警戒区域・ 特別警戒区域に

指定さ れている

避難指示

洪水注意報

大雨注意報　 等

大雨特別警報　 等

土砂災害警戒情報

等

大雨警報（ 土砂災害）

洪水警報　 等

早期注意情報

防災情報

防災情報なし

高齢者等避難

行動の基準

例： １ ヶ 月に一度備えを 確認

例： 今後、 大雨のおそれがある と
ニュ ースで確認し た場合

例： 大野城市を 対象に大雨注意報が
発令さ れたと き

例： 高齢者等避難が発令さ れたと き

例： 避難指示が発令さ れたと き

例： 御笠川が氾濫/土砂災害が発生

個人の行動

□食料、 飲料水、 燃料の準備
□非常持出品の準備

1. 安全対策

2. 情報収集

3. 物品

□家の周り の片付け

□気象情報の確認 　 　 □家族の予定を 確認

□非常持出品の確認 　 □常備薬の準備

1. 安全対策

2. 情報収集

3. 物品

□家族と 防災会議を 実施　 　 □避難経路、 避難所の確認　

□川の水位を イ ン タ ーネッ ト で確認

□携帯電話の充電

1. 安全対策

2. 情報収集

3. 物品

□避難所に避難を 開始　 　 □不要不急の外出を 控える

□災害情報伝達システムから の情報を 聞く

□断水に備え、 浴槽や容器に水を 溜める

1. 安全対策

2. 情報収集

□避難完了

□家族が避難し たか確認

1. 安全対策

2. 情報収集

□垂直避難

□家族、 親戚に状況を連絡

1. 物品

警戒
レベル１

警戒
レベル 2

(前日)

警戒
レベル 3
(半日～

数時間前)

警戒
レベル 4
(1～2

時間程前)

警戒
レベル 5

災害への心構えを 高める

自ら の避難行動を 確認

危険な場所から 高齢者等は避難

危険な場所から 全員避難

命の危険 直ちに安全確保

平時の
そなえ

追加項目

追加項目

追加項目

追加項目

追加項目

追加項目

緊急安全確保

洪水の想定浸水深 土砂災害の警戒区域等 ある・ ない

記入例

□早期の立退き 避難が必要な区域

3 m 以上

ハザード マッ プで自宅の場所を確認する。
避難所まで歩いてみる。

ハザード マッ プで
避難場所を 確認する。

数日後に九州北部に
大雨の予報

キキク ルで『 注意』
（ 黄色） が出たと き

キキク ルで『 危険』
（ 紫色） が出たと き

キキク ルで『 警戒』
（ 赤色） が出たと き

キキク ルで『 災害切迫』
（ 黒色） が出たと き すぐ に身の安全を確保する。

家の外にある飛ばさ れそう なも のを 片付ける。
窓を 養生テープで補強する。

テレ ビやイ ンタ ーネッ ト で雨・ 川の水位情報を
確認する。 家族の予定を 確認する。

おじ いちゃ ん達と 一緒に避難開始！

も し 、 避難でき なかっ たと き は、
２ 階の寝室に避難する。

0. 5～3m





※令和７年12月1日付で瑞穂町集会所は指定避難所及び指定緊急避難所から取消
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家などが被災し たら …

ハザード マップについて

地震・ 大雨・ 台風などの自然災害で被害を受けた（ り 災し た）方が、税の減免申請や保険金の請求をするためには、「 り 災証

明」または「 被害届出証明」が必要です。「 り 災証明」は市職員が被災状況の現地調査を行って発行し ます。「 被害届出証明」は被

害を受けた方が、被害状況の分かる写真を提出さ れれば発行できます。

※被害届出証明は、災害対策基本法第2 条に規定する災害により 受けた被害のう ち、り 災証明の対象事項でなく 市の調査確

認ができていない被害について、本人の届け出があったこと 及び被害当日の気象状況を証明するものです。被害の事実につ

いて証明するものではあり ません。

修理や片付けをする前に『 被害状況のわかる写真』を４ 方向から撮影しましょ う 。

人が立つと 浸水の高さ などが分かり やすく なります。

福岡県が令和6 年末までに指定し た、「 急傾斜地の

崩壊」と「 土石流」の土砂災害警戒区域・ 特別警戒区

域を示しています。

堤防の決壊等に伴う 激し い流れによる木

造家屋の流失、倒壊を想定しています。

激し い川の流れにより 堤防や家屋の基礎を支える地盤が削

られることによる家屋の流失、倒壊を想定しています。

※地図に示さ れていない区域においても 浸水が発生する場合や、想定さ れる 水深が

　 実際の浸水深と 異なる 場合があり ます。

想定浸水深の目安

氾濫流による家屋倒壊等
はんら んりゅう

河岸侵食による家屋倒壊等
かがん  し んしょ く

想定最大規模（ L 2 版）大野城市ハザード マップ

計画規模（ L 1 版）大野城市ハザード マップ

洪水浸水想定区域： 想定最大規模（ L 2 ）

洪水浸水想定区域： 計画規模（ L 1 ）

内水浸水想定区域： 既往最大規模（ L 1 ’）

土砂災害警戒区域・ 特別警戒区域

内水浸水想定区域： 想定最大規模（ L 2 ）

土砂災害警戒区域・ 特別警戒区域

L2版と 同様です。

※想定最大規模： 想定し 得る最大規模の降雨のこと で、１ ０ ０ ０ 年以上に１ 回の雨を想定しています。

※計画規模： 河川整備の目標とする降雨のことで、御笠川では１ ０ ０ 年に１ 回程度の雨を想定しています。

※既往最大降雨： 平成２ １ 年７ 月２ ４ 日～平成２ １ 年７ 月２ ６ 日の雨を想定しています。

対象降雨： 想定最大規模の降雨（ 御笠川流域の２４ 時間雨量９ ６ ６ ｍｍ）

対象河川： 御笠川水系御笠川、牛頸川

対象降雨： 計画規模の降雨（ 御笠川流域の２４ 時間降雨３ ２５ ｍｍ）

対象河川： 御笠川水系御笠川

対象降雨： 想定最大規模の降雨（ １ 時間雨量１５ ３ ｍｍ）

対象降雨： 市内の既往最大降雨（ １ 時間雨量９ ５ ｍｍ）

●家屋倒壊等氾濫想定区域（ 早期の立退き避難が必要な区域）

※ハザード マップの浸水想定区域は、洪水・ 内水の浸水想定区域を重ね合わせ、それぞれの地点で浸水深の深い方を表

示しています。

●浸水し た深さ が分かるよう に撮影する。

●被害状況が分かるよう に様々な角度から 撮影する。

●室内の状況や家電も 撮影する。

●浸水し た車なども 撮影する。

警戒区域
（ 土石流）

特別警戒区域
（ 土石流）

警戒区域
（ 急傾斜地の崩壊）

特別警戒区域
（ 急傾斜地の崩壊）

家屋の1階がすべて水に浸かってし まい、家財道具

などに重大な被害がでます。また、3 m 以上の浸水に

なると 2 階以上も水に浸かります。

3 m  浸水し たら …

家屋が床上浸水し ます。また、自動車の走行が不

可能と なるばかり か歩く こと も 困難になり 、生活に

重大な影響がでます。

5 0 c m  浸水し たら …

区域の指定に関する問いあわせは…

洪水浸水想定区域（ 御笠川・ 牛頸川） ………………  福 岡 県 河川管理課 （ 0 9 2 -6 4 3 -3 6 9 0 ）

土砂災害警戒区域・ 特別警戒区域 …………………  福 岡 県 砂　 防　 課 （ 0 9 2 -6 4 3 -3 6 7 8 ）

その他 ………………………………………………  大野城市 危機管理課 （ 0 9 2 -5 8 0 -1 8 9 9 ）


